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岐阜市

岐南町岐南町岐南町

笠松町笠松町笠松町

羽島市羽島市羽島市

山県市

本巣市

北方町北方町北方町

瑞穂市瑞穂市瑞穂市

　
国
が
平
成
26
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
取

り
組
み
で
、
相
当
の
規
模
と
中
核
性
を
備

え
る
中
心
都
市
（
岐
阜
県
内
で
は
岐
阜
市

の
み
）
と
、
近
隣
市
町
（
原
則
、
中
心
都

市
へ
の
通
勤
通
学
割
合
10
％
以
上
の
自
治

体
）
が
連
携
し
、
人
口
減
少
と
少
子
化
・

高
齢
化
に
圏
域
全
体
で
対
応
す
る
こ
と
で
、

活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
全
国
で
34

圏
域
の
連
携
中
枢
都
市
圏
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
岐
阜
市
を
中
心
と
す
る
岐
阜
圏
域
で
は
、

平
成
29
年
度
に
４
市
３
町
（
岐
阜
市
、
山

県
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、
岐
南
町
、
笠

松
町
、
北
方
町
）
か
ら
な
る
連
携
中
枢
都

市
圏
（
岐
阜
連
携
都
市
圏
）
が
形
成
さ
れ
、

連
携
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
羽
島
市
で
は
、
「
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設

組
合
に
よ
る
次
期
ご
み
処
理
施
設
建
設
推

進
」
や
「
岐
阜
医
療
圏
域
内
に
お
け
る
羽

島
市
民
病
院
の
役
割
分
担
と
連
携
促
進
」
、

あ
る
い
は
「
地
域
経
済
基
盤
の
強
化
」
な

ど
、
具
体
的
に
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
に

よ
り
対
応
し
て
い
く
べ
き
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
４

月
に
岐
阜
連
携
都
市
圏
へ
の
加
入
に
向
け

た
協
議
の
申
し
入
れ
を
岐
阜
連
携
都
市
圏

構
成
市
町
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
現
在
は
、
連
携
事
業
に
つ
い
て
岐
阜
市

を
は
じ
め
と
し
た
岐
阜
連
携
都
市
圏
構
成

市
町
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
は
、
連
携
中
枢
都
市
で
あ
る
岐
阜

市
と
羽
島
市
の
間
で
連
携
中
枢
都
市
圏
形

成
に
係
る
連
携
協
約
を
議
会
議
決
を
経
て

締
結
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
後
、
中
心
都
市
で
あ
る
岐
阜
市
が

策
定
し
て
い
る
圏
域
の
将
来
像
や
推
進
す

る
連
携
事
業
を
ま
と
め
た
「
岐
阜
連
携
都

市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
羽
島
市
が

加
入
す
る
こ
と
に
伴
う
改
定
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
羽
島
市
が
岐
阜
連
携
都
市

圏
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　

　
具
体
的
な
連
携
事
業
の
例
は
次
の
と
お

り
で
す
。
　
　
　
　

　
市
内
在
住
で
令
和
４
年
４

月
に
小
学
校
ま
た
は
義
務
教

育
学
校
へ
入
学
予
定
の
幼
児

を
対
象
と
し
て
、
就
学
時
の

健
康
診
断
を
左
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
こ
の
健
康
診
断
は
、
就
学

前
に
幼
児
の
心
身
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

て
治
療
を
勧
め
る
な
ど
、
入

学
ま
で
に
健
康
面
で
の
準
備

を
始
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。
　
　

　
詳
細
は
、
９
月
初
旬
に
対

象
者
の
家
庭
へ
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育

課
☎
（
３
９
３
）
４
６
７
４

　
「
ぎ
ふ
ベ
ジ
」
ブ
ラ
ン
ド
化
の
共
同
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
相
互

Ｐ
Ｒ
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
岐
阜
地
域
産
学
官
連
携
交
流
会
な
ど
　

　
小
児
一
次
救
急
体
制
の
確
保
、
広
域
避

難
体
制
の
整
備
・
強
化
な
ど
　
　
　
　
　

総
合
政
策
課
（
内
線
２
３
４
４
）
　
　
　

足近小学校

小熊小学校

正木小学校

竹鼻小学校

中央小学校

福寿小学校

堀津小学校

中島小学校

桑 原 学 園

10月27日（水）

10月 4 日（月）

10月 7 日（木）

10月22日（金）

10月27日（水）

10月 5 日（火）

10月29日（金）

10月 7 日（木）

10月22日（金）

14：00

14：00

13：40

13：30

13：20

13：30

13：20

13：30

14：15

学校名 実施日 開始時間

行
政
施
策
　
広
域
で
展
開

岐
阜
連
携
都
市
圏
へ
の
加
入
目
指
す

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
と
は

岐
阜
連
携
都
市
圏
に
つ
い
て

羽
島
市
の
対
応

岐
阜
連
携
都
市
圏
へ
の
加
入
手
続
き

連
携
事
業
の
例

● 

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
の
け
ん
引

● 

高
次
の
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化

● 

圏
域
全
体
の

　 

生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

問
い
合
わ
せ
先

来年度入学児童　就学時健康診断の日程
就学時健康診断　実施日時一覧表

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

全
国
の
自
治
体
で
は
接
種
者
の
体

調
不
良
や
予
定
変
更
に
よ
り
キ
ャ

ン
セ
ル
が
発
生
し
、
ワ
ク
チ
ン
を

廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　

　
市
で
は
、
医
療
機
関
従
事
者
等

で
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人

を
リ
ス
ト
化
し
、
こ
れ
ま
で
急
な

キ
ャ
ン
セ
ル
の
発
生
に
対
応
し
て

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
、
８
月
か
ら
は
59
歳
以

下
の
接
種
が
本
格
的
に
始
ま
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
キ
ャ
ン
セ

ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
で
、
市
で
は
ワ
ク
チ
ン
の

廃
棄
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
少
し
で

も
早
く
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
い

人
の
希
望
に
応
え
る
た
め
、
「
羽

島
市
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ン
セ
ル
バ
ン

ク
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
制
度
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　

　
次
の
６
つ
の
条
件
を
全
て
満
た

す
人
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
バ
ン
ク
に

登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
羽
島
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
　

②
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
券
が
あ
る
人

③
12
歳
以
上
59
歳
以
下
の
人
　
　

※
な
お
、
12
歳
以
上
15
歳
以
下
の

　
人
は
、
７
月
下
旬
に
接
種
券
の

　
郵
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　

④
一
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
　
　

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

　
予
約
が
確
定
し
て
い
な
い
人
　

⑥
急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
連
絡
が
あ
っ

　
た
場
合
、
１
時
間
以
内
に
接
種

　
会
場
に
ご
自
身
で
来
ら
れ
る
人

　・
キ
ャ
ン
セ
ル
バ
ン
ク
へ
の
登
録

　
の
順
位
は
、
申
し
込
み
の
早
い

　
人
が
上
位
に
な
り
ま
す
。
　

・
接
種
す
る
医
療
機
関
を
選
択
す

　
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
接
種
が
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か
を

　
お
知
ら
せ
し
た
り
、
約
束
を
し

　
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
バ
ン
ク
に
登
録
後
、

　
集
団
接
種
ま
た
は
個
別
接
種
の

　
い
ず
れ
か
に
お
い
て
市
が
予
約

　
を
割
り
当
て
た
時
点
で
、
リ
ス

　
ト
か
ら
削
除
さ
れ
ま
す
。

・
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
旨
の
電
話

　
連
絡
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

　
た
場
合
や
、
当
日
都
合
が
つ
か

　
な
い
場
合
は
、
次
の
順
番
に
あ

　
た
る
人
を
案
内
し
ま
す
。

　
羽
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
接
種
券
番
号
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
接
種
券
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

①
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
キ
ャ
ン

　
セ
ル
バ
ン
ク
の
登
録
者
に
電
話

　
で
連
絡
し
ま
す
。
※
発
信
番
号

　
　
０
１
２
０
（
５
６
７
）
６
２
３

②
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
電
話

　
に
出
ら
れ
な
い
場
合
は
、
次
の

　
順
位
の
人
に
連
絡
し
ま
す
。
電

　
話
に
出
ら
れ
な
い
人
は
、
リ
ス

　
ト
の
最
後
尾
に
下
が
り
ま
す
。

キャンセルバンク設置で　
　　　　ワクチン廃棄を防止

新型コロナ

制
度
の
目
的

登
録
が
で
き
る
人

注
意
事
項

登
録
方
法

キ
ャ
ン
セ
ル
発
生
時
の
流
れ

　ワクチン接種を計画的に進めるため、今後は

接種を受けない人の数を把握する必要がありま

す。接種を希望しない場合でも、16歳から59歳

までの人は意向調査の回答にご協力ください。

　意向調査で接種を希望しないと回答した場合

でも、後日コールセンターやホームページから

接種の予約をすることができます。

接種を受けない人　意向調査の回答にご協力を

　不二羽島文化センターで計画的に進めて

いる集団接種ですが、モデルナ社製ワクチン

の供給が不透明であることから、今後もファ

イザー社製のワクチンを使用する予定です。

　接種にあたっては、接種券等の書類に同封

したファイザー社製ワクチンの説明書をご

確認ください。

集団接種　ファイザー社のワクチンを使用

申し込み
フォーム

③
連
絡
を
受
け
た
登
録
者
は
、
自

　
分
で
接
種
会
場
に
向
か
い
、
接

　
種
を
受
け
ま
す
。
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上・下水道施設 4.9%

供給処理施設等 3.2%

消防・水防施設 2.5%

防災施設　0.7%

公営住宅　0.3%

行政系施設　4.5%

保健・医療施設 14.4%

福祉施設　3.6%

子育て支援施設　0.5%

平成22 平成27 令和7令和2 令和12 令和17 令和22 令和27 令和32 令和37 令和42

66,539
65,339

63,572
61,417

59,045

56,512

53,885

51,165

48,242

45,22445,22445,224

67,197 

（人）

45,000

0

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060（年）

学校教育施設
48.9%

観光施設　0.2%

その他　0.9%

コミュニティ施設　3.0%

市民文化施設　9.4%

社会教育施設　2.0%

スポーツ施設　0.9%

その他 3.5%

無回答 5.1%

約34.3億円
/年

約3.8億円/年の不足

約38.1億円
/年

今後必要な
更新費用

過去の投資実績

計
画
的
な
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
長
寿
命

化
を
図
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
で
は
、
公
共
施
設
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
検
討
す
る
た
め
、
外
部
有
識
者
や
市

民
等
に
よ
り
「
公
共
施
設
等
検
討
委
員
会
」

を
組
織
し
、
議
論
を
始
め
て
い
ま
す
。
　

　
今
回
の
計
画
の
改
定
で
「
今
後
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
」
と
位
置
付
け
た
い
く
つ

か
の
施
設
の
う
ち
、
施
設
の
老
朽
化
の
状

況
や
指
定
管
理
の
契
約
満
了
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
踏
ま
え
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
い

き
い
き
元
気
館
に
つ
い
て
は
今
年
度
、
柔

剣
道
道
場
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
度
を
目

途
に
今
後
の
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
公
共
施
設
等
の
全
体
に
つ
い
て
、
新
規

整
備
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在

保
有
す
る
既
存
施
設
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
、
複
合
化
や
多
機
能
化
等

に
よ
り
限
ら
れ
た
施
設
を
よ
り
有
効
に
、

利
活
用
す
る
こ
と
に
留
意
し
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
事
業
の
見
直
し
や
類
似
す
る
機

能
を
有
す
る
施
設
の
集
約
化
等
に
よ
り
、

効
率
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
統
廃
合
等

に
よ
り
余
剰
と
な
っ
た
施
設
は
、
売
却
等

に
よ
る
財
産
処
分
や
用
途
の
見
直
し
を
進

め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活

動
の
拠
点
等
と
し
て
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
個
々
の

公
共
建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
資
産
ご
と
に
維

持
管
理
の
方
法
・
方
向
性
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
全
体
を
見
据
え
て
長
期
的
な
視

点
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　

　
市
で
は
、
三
つ
の
基
本
方
針
と
こ
れ
に

基
づ
く
管
理
目
標
を
定
め
、
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
　

　
公
共
建
築
物
は
、
将
来
の
人
口
推
計
や

財
政
見
通
し
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
等

を
踏
ま
え
、
今
後
必
要
な
施
設
機
能
を
想

定
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保
し

つ
つ
施
設
の
集
約
化
や
複
合
化
を
図
る
な

ど
、
整
備
や
管
理
・
運
営
等
の
施
設
に
係

る
コ
ス
ト
削
減
を
推
進
し
ま
す
。
　
　
　

　
こ
れ
ま
で
の
事
後
保
全
の
考
え
方
か
ら

転
換
し
、
予
防
保
全
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
た
計
画
的
な
点
検
や
老
朽
化
対
策
を
推

進
し
、
効
果
的
な
維
持
管
理
に
よ
る
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
や
平
準
化
を

図
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て
は
、
市
内
で

の
生
活
や
社
会
経
済
活
動
等
へ
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
保
有
量
を
縮
減
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
優
先
度
や
リ

ス
ク
を
考
慮
し
た
効
率
的
な
維
持
管
理
や

３
億
円
）
と
比
較
す
る
と
、
試
算
さ
れ
た

約
38
・
１
億
円
を
確
保
す
る
た
め
に
年
間

約
３
・
８
億
円
の
費
用
が
不
足
す
る
見
込

み
と
な
り
、
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更
新

が
必
要
で
す
。
（
図
１
）
　
　
　
　
　
　

　
市
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上

の
市
民
２
０
０
０
人
を
対
象
と
し
て
、
令

和
２
年
３
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
最
近
１

年
間
の
公
共
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
公
共
施
設
で
「
利
用
し
て
い

な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
半
数
を
超
え
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
対
す
る

今
後
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
「
現
在
あ
る

施
設
は
必
要
な
の
で
、
現
状
維
持
を
優
先

し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
回
答
し
た

人
の
割
合
が
13
・
５
％
に
対
し
、
「
現
在

あ
る
施
設
の
必
要
性
を
検
証
し
、
人
口
や

税
収
の
規
模
に
見
合
っ
た
量
ま
で
削
減
す

べ
き
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

約
６
倍
の
77
・
９
％
に
な
り
ま
し
た
。
（
グ

ラ
フ
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
、
市
に
は
約
１
３
０
の
施
設
が
あ

り
、
建
築
物
の
延
床
面
積
は
約
19
万
平
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

築
後
40
年
以
上
の
も
の
が
約
50
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
２
）
　
　
　
　
　

　
施
設
種
別
で
み
る
と
、
学
校
教
育
施
設

が
最
も
多
く
、
延
床
面
積
で
全
体
の
50
％

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
３
）

市
内
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
末
時
点
で
、
道
路
が
約
88
・

４
万
メ
ー
ト
ル
、
橋
梁
が
約
３
９
０
０
メ
ー

ト
ル
、
上
水
道
が
約
58
・
５
万
メ
ー
ト
ル
、

下
水
道
が
約
29
・
４
万
メ
ー
ト
ル
、
公
園

が
約
43
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
　
　

　
個
別
施
設
計
画
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年

度
か
ら
36
年
度
ま
で
の
34
年
間
の
公
共
施

設
等
に
お
け
る
将
来
の
更
新
費
用
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
34
年
間
で
１
２
９
６
億
円

（
１
年
間
当
た
り
約
38
・
１
億
円
）
の
費

用
が
必
要
に
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
過
去
の
投
資
実
績
額
（
年
間
約
34
・

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
反
映

公
共
施
設
の
適
正
管
理
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

　高度経済成長期に整備された公共施設等
（公共建築物や道路・橋梁・上下水道等の
インフラ資産）の老朽化が進み、更新や
改修に必要な費用が大幅に不足することが
全国の自治体で見込まれています。
　人口の減少（グラフ１）や少子化、高齢
化・経済状況の好転が見込めない中、全て
の施設をこれまでと同様に更新や維持・管
理をすることは困難です。建設当時と比べ
ると、社会状況や市民ニーズも大きく変化
しています。現状の施設が今後もそのまま
必要とは言い切れません。
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昭和35 昭和40 昭和45 昭和50 昭和55 昭和60 平成1 平成５ 平成10 平成15 平成20 平成25 平成30

グラフ2 公共施設等の築年別整備状況

グラフ1 人口予測

グラフ4 市民意識調査・公共施設のあり方に対する今後の方策図1 過去の投資実績額と今後必要な更新費用

グラフ3 施設類型別整備状況、割合（延床面積）

年度ごとの整備量 累計整備量

　市民サービスの低下を防ぎ、限られた財
源の中で必要な機能を維持していくために
は、長期的な視点で公共施設等のあり方を
考える必要があります。
　羽島市では、平成28年に公共施設等総合
管理計画（計画期間：令和37年度までの
40年間）を策定し、公共施設等のマネジ
メントに取り組んでいます。各施設の現状
等を踏まえ、今後施設に必要となる更新費
用等を示した個別施設計画を主要施設で策
定したことから、令和3年3月に公共施設等
総合管理計画を改定しました。　　　　　

公
共
施
設
等
の
現
状

将
来
の
更
新
費
用

毎
年
約
３
・
８
億
円
が
不
足

市
民
の
意
識
調
査

約
８
割
が
「
削
減
す
べ
き
」
と
回
答

基
本
方
針

①
選
択
と
集
中
に
よ
る
施
設
の
適
正
化

②
計
画
的
保
全
に
よ
る

効
果
的
な
維
持
管
理

③
効
率
的
な
利
活
用
の
推
進

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
い
き
い
き
元
気
館

柔
剣
道
道
場
　
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

全国自治体共通の課題公共施設等総合管理計画の改定

現在ある施設の必要性を検証し、
人口や税収の規模に見合った量まで
削減すべきである。
　77.9%

現在ある施設は必要なので、
現状維持を優先して考える
13.5%

問い合わせ先

総合政策課

（内線2343）
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11億4,622万円 11億4,622万円 

会  計  別 予算現額 
歳    入 歳    出

収入済額 収  納  率 執  行  率支出済額

特別会計執行状況 
（特定の事業を行うために、一般会計と区別して経理する必要がある場合に設ける会計）（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

66億9,858 66億423 98.6% 58億8,425 87.8%国 民 健 康 保 険

53億9,854 49億3,448 91.4% 48億854 89.1%介 護 保 険

2,604 2,605 100.0% 2,145 82.4%羽島市・羽島郡２町介護
認 定 審 査 会 事 業

3,392 7,751 228.5% 3,389 99,9%インター北土地区画整理事業

3,441 6,336 184.1% 3,409 99.1%駅北本郷土地区画整理事業

8億5,515 7億5,736 88.6% 7億3,814 86.3%後 期 高 齢 者 医 療

130億4,664 124億6,301 95.5% 115億2,037 88.3%合 計 

企業会計執行状況 
（事業によって得た収入で支出を賄うという独立採算を原則とする事業について設ける会計）

※計数については、それぞれ四捨五入による概数であるため、端数において合計した場合には合致しないものがあります。

予算額 収入済額 収納率 予算額 支出済額 執行率

下水道事業 

会計別 

病院事業 

区 分 
収   入 支   出 

87.8%88.3% 収益的収支 65億3,466 57億6,811 65億861 57億1,544

95.0%103.0%資本的収支 1億9,470 2億50 4億6,015 4億3,731

水道事業 
89.6%105.3% 収益的収支 8億3,559 8億7,986 7億672 6億3,304

94.7%74.7%資本的収支 3億3,265 2億4,835 6億6,054 6億2,578

94.6%119.1%収益的収支 15億4,502 18億4,047 15億1,996 14億3,735

96.7%97.6%資本的収支 12億80 11億7,157 18億2,563 17億6,467

区  分 令和2年3月31日現在高 令和3年3月31日現在高

184億4,401

3億8,382

188億2,783

一般会計

特別会計

合 計

169億2,524

135億117

304億2,641

市債の現在高 
（返済が 1年以上に及ぶ市の借金）

市民１人当たりの事業負担額 
金額は、一般会計の予算額を３月末日の
人口67,241人で割ったものです。 

民生費 総務費 衛生費 教育費

土木費 公債費 消防費 その他 

議会費
労働費
 など  

236,283円 61,553円 51,292円 56,829円

37,552円 24,934円 14,719円 19,994円

0 10 20 30 80 100 120 0 10 3020 40 160150
（億円）（億円）

市　税 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

繰入金 

繰越金 

市　債 

その他 

総務費 

民生費 

衛生費 

土木費 

消防費 

教育費 

公債費 

その他 

338億3,276万円 
292億2,220万円　（収納率86.4%）

予算額 

収入済額 
歳入 

（入ったお金）

338億3,276万円 
274億1,907万円　（執行率81.0%）

予算額 

支出済額 
歳出 

（使ったお金）

一般会計予算執行状況 （一般的・基本的な事業を行うための会計） 

88億7,903万円 88億7,903万円 88億7,903万円 

90億740万円（101.4%）90億740万円（101.4%）90億740万円（101.4%）

9億8,974万円 

6億8,271万円（69.0%）

25億7,472万円25億7,472万円25億7,472万円

25億7,472万円（100.0%）25億7,472万円（100.0%）25億7,472万円（100.0%）

120億8,372万円 120億8,372万円 120億8,372万円 

20億1,684万円 20億1,684万円 20億1,684万円 

15億6,385万円（77.5%）15億6,385万円（77.5%）15億6,385万円（77.5%）

15億1,814万円 15億1,814万円 15億1,814万円 

7億6,324万円（50.3%）

4億4,027万円 

4億4,027万円（100.0%）

33億8,788万円 33億8,788万円 33億8,788万円 

13億4,451万円（39.7%）13億4,451万円（39.7%）13億4,451万円（39.7%）

29億3,217万円 29億3,217万円 29億3,217万円 

41億3,891万円 41億3,891万円 41億3,891万円 

22億833万円（53.4%）22億833万円（53.4%）22億833万円（53.4%）

158億8,790万円 158億8,790万円 158億8,790万円 

147億7,788万円（93.0%）147億7,788万円（93.0%）147億7,788万円（93.0%）

34億4,893万円 34億4,893万円 34億4,893万円 

19億2,043万円（76.1%）19億2,043万円（76.1%）19億2,043万円（76.1%）

24億7,553万円（64.8%）24億7,553万円（64.8%）24億7,553万円（64.8%）

16億7,660万円 16億7,660万円 16億7,660万円 

16億4,595万円（98.2%）16億4,595万円（98.2%）16億4,595万円（98.2%）

13億4,440万円 

10億9,898万円（81.7%）

26億926万円（75.7%）26億926万円（75.7%）26億926万円（75.7%）

25億2,503万円 25億2,503万円 25億2,503万円 

38億2,127万円 38億2,127万円 38億2,127万円 

107億7,215万円（89.1%）107億7,215万円（89.1%）107億7,215万円（89.1%）

27億5,607万円（94.0%）27億5,607万円（94.0%）27億5,607万円（94.0%）

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

毎
年
２
回
「
市
の
財
政
事
情
」
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
今
回
は
、
令
和
２
年
度
末
の
予

算
の
執
行
状
況
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
数
値
は
令
和
３
年
３

月
31
日
時
点
で
す
。
　
　
　
　
　

Ｑ なぜ、決算額と異なるの？
　市の一般会計・特別会計では現金主義をとるため、年度
末までに収支原因の発生したものについては、原則として
全てその年度の収支として整理しなければなりません。そ
のため、年度経過後、未収未払いの整理期間（出納整理
期間＝5月末で閉鎖）が設けられており、実際の決算額は
出納整理期間の執行状況を含めたものになるため、年度末
（3月末）と額が異なります。　　　　　　　

問
い
合
わ
せ
先

財
務
課
（
内
線
２
３
８
２
）

※

病
院
事
業
は
、
市
民
病
院
総
務
課

☎
（
３
９
３
）
０
１
１
１

※

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
は
、

　
経
営
課
（
内
線
２
１
６
４
）

令
和
２
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
公
表

一
般
会
計
の
執
行
率
は

　
　
　
　
　
　
81
・
０
％

一
般
会
計
の
執
行
率
は

　
　
　
　
　
　
81
・
０
％

一
般
会
計
の
執
行
率
は

　
　
　
　
　
　
81
・
０
％

　
羽
島
で
好
き
な
ス
ポ
ッ
ト
は
、
御
嶽
が

望
め
る
木
曽
川
堤
だ
。
当
地
は
長
良
川
と

木
曽
川
に
は
さ
ま
れ
、
西
に
伊
吹
、
木
曽

川
上
流
に
御
嶽
山
を
配
す
。
正
木
大
浦
か

ら
木
曽
川
堤
に
上
る
と
水
平
な
視
界
が
広

が
り
峻
嶮
な
御
嶽
が
姿
を
現
す
。
　
　
　

　
誰
も
古
里
の
光
景
を
心
に
刻
す
。
東
濃

出
身
の
私
は
高
校
通
学
で
毎
日
、
国
鉄
恵

那
駅
で
御
嶽
と
対
面
し
て
い
た
。
羽
島
、

笠
松
か
ら
見
え
た
と
き
は
古
里
と
つ
な
が

る
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た
。
羽
島
市
民
の
抱

く
古
里
の
光
景
は
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
名
鉄
竹
鼻
線
の
電
車
、
レ
ン
コ
ン
田
、

円
空
、
佐
吉
仏
。
別
院
の
フ
ジ
。
そ
れ
と

も
輪
中
の
水
屋
、
命
塚
。
岐
阜
は
「
飛
山

濃
水
」
と
呼
ば
れ
緑
と
水
が
シ
ン
ボ
ル
。

羽
島
は
木
曽
の
二
川
を
脇
に
、
両
翼
に
名

峰
を
仰
ぐ
、
庭
で
言
え
ば
名
庭
園
。
　
　

　
か
の
孔
子
先
生
は
「
智
者
は
水
を
楽
し

み
、
仁
者
は
山
を
楽
し
む
」
と
言
わ
れ
た
。

羽
島
の
〈
川
の
景
、
山
の
景
〉
は
皆
の
宝

だ
。
木
曽
川
の
中
州
に
舟
で
わ
た
り
、
小

さ
な
池
を
姉
妹
で
掘
る
。
父
親
が
獲
っ
た

小
魚
を
放
し
遊
ん
だ
幼
少
期
を
持
つ
人
を

知
っ
て
い
る
。
な
ん
て
素
敵
な
思
い
出
な

ん
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―羽島なる大地―

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　西尾　敏正

　
各
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
地
域
の
集

積
場
へ
午
前
8
時
ま
で
に
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
資
源
物
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
へ
は
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
業
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
　

休
館
日
　
毎
週
月
・
火
・
水
曜
日
お
よ
び

年
末
年
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
ご
み
の
有
料
化
に
伴
い
10
月
１
日
か
ら

水
曜
日
は
営
業
日
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
品
目
　
　
　
　

紙
類
、
ビ
ン
類
、
カ
ン
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
蛍
光
管
、
電
球
、
乾
電

池
、
廃
食
用
油
、
古
着
（
毛
布
・
タ
オ
ル
・

綿
シ
ー
ツ
含
む
）
、
使
用
済
み
小
型
家
電

（
携
帯
電
話
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
・
携
帯
ゲ
ー
ム
機
）
、
使
用
済
み

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
　
　
　
　
　
　
　

※
事
業
系
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
は
不
可
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
事
業
課
（
内
線
２

１
９
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　コロナ禍においても、輸血を必要とする人の命を守る
ために、血液を日々安定的に届ける必要があります。
　感染症対策を行った上で献血を実施しますので、ご協力
をお願いします。

日時　８月28日（土）
　　　午前10時～正午、午後１時30分～４時
場所　バロー羽島インター店

※より安全な血液確保のため、運転免許証や保険証等に

　よる本人確認にご協力ください。

問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）

資
源
物
は
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
へ

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　災害で被害が発生すると、避難所には多く
の人が集まり、感染症のリスクが高まります。
災害発生前に、次の準備を進めてください。

①自宅の災害の危険性を確認

②親戚や友人宅等、避難所以外への避難の
検討

③マスク、せっけん、体温計等を用意

④避難所受付で必要な「避難者カード」を
用意

⑤避難所に行く際は、マスクを着用し、「健康
状態チェックカード」を記入し持参

問い合わせ先　危機管理課（内線5103）　

台風接近時もごみ収集は通常通り

　台風接近時も、次のような場合を除いて
原則ごみの収集を行います。
・収集経路の道路冠水によって作業ができな
い場合
・暴風等でごみ収集車や作業員が大きな被害
を受ける可能性がある場合

問い合わせ先　環境事業課（内線2192）　　

新型コロナ対応を新型コロナ対応を新型コロナ対応を
台風シーズンに備える

消防水利付近は駐車禁止
　消火栓の上や防火水槽等の取水部に違法駐車

があると、消火栓から給水できないなど、消火

活動に支障を来し、被害が拡大する恐れがあり

ます。

　右写真のような消防
水利付近での駐車はご
注意ください。

問い合わせ先
消防本部消防署本署　☎（392）2601

献血にご協力ください
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様
々
な
色
に
染
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

自
分
次
第
、
関
わ
り
方
次
第
で
、

何
色
に
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
、
素
直
な

気
持
ち
で
関
わ
り
合
え
ば
、
自
然

と
な
り
た
い
色
に
染
ま
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
関
わ
り
合
う
こ

と
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
で

す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
そ
ん
な
大

事
な
こ
と
を
、
私
に
気
付
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
私

が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
も
っ
と
も
っ

と
笑
顔
に
さ
せ
て
あ
げ
る
ね
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
交
通
事
故

で
、
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
た
っ

て
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
母
が
あ
わ
て
た
よ
う
に
ぼ
く
に

話
し
て
き
た
の
は
一
年
ほ
ど
前
の

こ
と
。
突
然
の
こ
と
で
ぼ
く
の
頭

の
中
は
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。

さ
っ
き
ま
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に

話
を
し
て
い
た
の
に
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ

ろ
う
と
一
気
に
不
安
が
こ
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。
半
日
ほ
ど
し
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
家
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
頭
や
顔
の
傷
を
縫
っ
た

も
の
の
、
自
分
の
足
で
歩
い
て
き

た
様
子
を
見
た
と
き
は
、
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

一
人
で
車
を
運
転
し
て
い
て
、
急

に
目
が
か
す
ん
で
前
が
見
え
な
く

な
り
、
気
が
付
い
た
と
き
に
は
、

電
柱
に
激
突
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

一
つ
ま
ち
が
っ
て
い
た
ら
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

こ
れ
だ
け
の
け
が
で
済
ん
だ
こ
と

に
安
心
し
、
家
族
み
ん
な
で
喜
び

合
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
ぼ

く
の
両
親
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
自

動
車
免
許
を
自
主
返
納
し
て
も
ら

い
た
い
と
話
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
み
な
さ
ん
は
、
「
自
動
車
運
転

免
許
返
納
」
に
つ
い
て
、
耳
に
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
免
許
の

返
納
と
は
、
身
体
や
認
知
の
機
能

の
低
下
に
よ
り
安
全
に
車
の
運
転

が
で
き
な
い
人
が
、
有
効
期
限
の

残
っ
て
い
る
免
許
証
を
取
り
消
し

す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
免
許
を

自
主
返
納
す
る
高
齢
者
は
こ
こ
十

年
間
で
十
二
倍
に
も
な
る
そ
う
で

す
。
そ
の
背
景
に
は
高
齢
者
に
よ

る
死
亡
事
故
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
四
月
、
東
京
、
池
袋
で
高

齢
者
が
運
転
す
る
車
が
暴
走
し
、

母
子
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
起
き
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
　
　

　
し
か
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
自

主
返
納
す
る
こ
と
に
と
て
も
迷
い

ま
し
た
。
「
も
し
、
誰
か
を
巻
き

添
え
に
し
た
ら
と
思
う
と
、
返
納

す
る
の
が
い
い
と
は
思
う
。
け
ど
、

買
い
物
や
病
院
に
行
く
に
も
今
ま

で
み
た
い
に
気
軽
に
行
け
ん
く
な

る
や
ろ
、
あ
ん
た
ら
に
毎
回
車
を

出
し
て
も
ら
わ
な
い
か
ん
の
は
申

し
訳
な
い
わ
。
」
　
　
　
　
　
　

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
は
僕

に
も
わ
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
の
住

む
桑
原
町
は
決
し
て
公
共
交
通
機

関
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い

た
め
、
自
家
用
車
が
重
要
な
交
通

手
段
だ
か
ら
で
す
。
ぼ
く
は
今
年

高
校
受
験
に
臨
み
ま
す
が
、
ど
こ

の
高
校
に
通
う
に
し
て
も
不
便
で
、

「
ど
う
や
っ
て
通
う
か
。
」
が
、

一
番
頭
が
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。
だ

か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
送
っ
て

く
れ
る
人
に
自
分
だ
け
の
た
め
に
、

都
合
を
つ
け
て
も
ら
う
の
は
申
し

訳
な
い
と
思
う
気
持
ち
が
わ
か
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
ま
し
て

や
一
緒
に
子
供
や
孫
と
住
ん
で
い

な
い
高
齢
者
の
方
々
は
、
な
お
さ

ら
自
主
返
納
の
決
断
に
迷
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
実
際
に
本
屋
で
、
「
高
齢
者
向

け
運
転
免
許
認
知
機
能
検
査
対
策
」

の
問
題
集
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
、
驚
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
種
類
の
問
題
集
が
発
売

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と

だ
け
で
も
、
運
転
免
許
が
な
い
と

困
る
と
い
う
高
齢
者
の
方
々
の
関

心
の
高
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
　
　

　
年
を
重
ね
て
い
く
こ
と
は
誰
も

が
平
等
で
す
。
ぼ
く
も
い
つ
か
必

ず
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
車
が
な
く
て
も
生

活
で
き
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
の
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
現
在
、

羽
島
市
で
は
、
免
許
返
納
し
た
方

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料

乗
車
券
や
民
間
バ
ス
の
回
数
券
を

配
布
す
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ら
を
継
続

し
た
り
、
さ
ら
に
多
様
な
移
動
手

段
を
確
保
し
た
り
す
る
取
組
を
広

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
、
ぼ
く
た
ち
孫
世
代
が

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
終

的
に
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

免
許
返
納
を
決
断
し
た
の
は
孫
で

あ
る
姉
と
ぼ
く
の
言
葉
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
こ

う
伝
え
ま
し
た
。
「
ぼ
く
を
か
わ

い
が
っ
て
く
れ
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら

悲
し
い
。
」
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

運
転
の
せ
い
で
誰
か
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
ら
悲
し
い
。
」
「
不
便
に

は
な
る
け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
暮
ら
し
た

い
。
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
あ
な
た
も
、
大
切
な
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
話
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
あ

な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
一
歩
に

な
る
と
思
う
か
ら
。
　
　
　
　
　

　
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
折
り

紙
や
紙
ひ
こ
う
き
を
作
る
の
が
得

意
で
、
い
つ
も
私
を
笑
顔
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
小
柄
で
右
目
が
見

え
な
い
が
、
三
点
倒
立
は
で
き
る
。

そ
ん
な
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

会
い
に
行
く
の
が
、
楽
し
み
で
し

か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

　
で
す
が
、
私
が
小
学
五
年
生
の

と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
認
知
症

が
発
覚
し
ま
し
た
。
私
は
、
少
し

驚
き
ま
し
た
が
、
大
し
た
こ
と
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
、
認
知
症
は
、
ど
ん
ど

ん
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
初
め

は
、
物
忘
れ
を
す
る
く
ら
い
で
し

た
。
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
と
、
子
ど

も
の
頃
に
経
験
し
た
こ
と
、
旅
行

に
行
っ
た
国
で
の
こ
と
な
ど
、
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
話
を
、
何
回
も

何
回
も
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら
、
昔

と
少
し
違
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

違
和
感
を
覚
え
始
め
ま
し
た
。
　

　
半
年
ぶ
り
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
リ
ビ
ン

グ
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
、
訪
問

販
売
で
買
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
高

額
な
商
品
が
何
個
も
積
み
重
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

つ
い
に
、
私
た
ち
家
族
の
顔
と
名

前
ま
で
も
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
の
知
ら
な
い
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
見
る
よ
う
で
、
怖
く
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
心
の
距
離
が
遠

く
な
っ
た
気
が
し
て
、
会
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
薄
れ
て
い
き
ま

し
た
。
し
だ
い
に
、
部
活
や
勉
強

が
忙
し
く
な
り
、
た
ま
に
あ
る
休

日
は
、
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
を
優
先

し
、
あ
ま
り
会
い
に
行
か
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

と
、
認
知
症
の
父
を
も
っ
た
家
族

を
描
く
、
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
何
気
な
く
そ

の
ド
ラ
マ
を
見
て
い
ま
し
た
。
す

る
と
、
認
知
症
の
症
状
が
進
行
し

て
い
っ
て
も
、
そ
の
家
族
は
、
い

つ
も
と
同
じ
よ
う
に
お
父
さ
ん
に

接
し
て
い
ま
し
た
。
ふ
い
に
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
頭
に
浮
か

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ハ
ッ
と
し

ま
し
た
。
私
は
、
た
く
さ
ん
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
不
安
な
気
持
ち
か
ら
、
逃
げ
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、
つ
き
離
し
て

い
る
自
分
に
気
づ
き
、
罪
悪
感
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
か
ら
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
考
え
ま
し
た
。
す
る

と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
折
り
紙

や
紙
ひ
こ
う
き
を
作
っ
て
、
私
を

笑
顔
に
し
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
私
に
も
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
る
こ

と
は
で
き
る
。
そ
う
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
顔
を
見
せ
に
い
く
、

ト
ラ
ン
プ
で
遊
ぶ
、
散
歩
す
る
、

話
を
聞
い
て
あ
げ
る
…
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
し
て
み
ま
し
た
。
ふ
と
、

隣
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
る

と
、
そ
こ
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
笑
っ
て

く
れ
た
の
で
す
。
今
ま
で
見
て
き

た
笑
顔
の
中
で
、
一
番
輝
い
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
自
然
と
私
も
、
笑
み
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
私
に
、
認
知
症

の
症
状
が
お
さ
え
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
け
ど
、
関
わ
る
こ
と
で
、

一
緒
に
笑
っ
た
り
、
楽
し
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
人
と
関
わ
る
こ
と
で
、
人
生

は
色
鮮
や
か
に
な
る
。
」
私
は
そ

う
思
い
ま
す
。
楽
し
く
話
し
た
り
、

笑
っ
た
り
。
反
対
に
、
愚
痴
を
言

っ
た
り
、
ケ
ン
カ
し
た
り
。
こ
れ

ら
は
全
て
、
普
段
当
た
り
前
の
よ

う
に
し
て
い
る
関
わ
り
合
う
こ
と

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
り

合
う
こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活
は
、

　６月19日「わたしの主張2021」羽島市大会が開かれました。新型コロナの拡大状況を踏まえ縮小開催

となりましたが、市内中学校および義務教育学校から選ばれた10人が出場しました。相手の立場になり

寄り添うことで得た気づき、身近な体験から知った課題への提案など、それぞれの視点に基づいた主張

が発表されました。　

わたしの主張2021入賞作品を紹介します

関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ

竹
鼻
中
学
校
３
年

　
　
　
　
大
橋
　
若
奈

桑
原
学
園
９
年

　
　
　
　
久
米
　
一
良

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

作品は原文のまま掲載
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税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今月の休日窓口業務 ８月22日（日）午前９時～午後４時  （市民課・保険年金課・税務課・収納課）

8医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
証
を

使
う
と
き
は
事
前
に
届
け
出
を

　
８
月
は
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
８
月
31
日
(火)

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
・
料
の
納
付

農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

敬
老
会
の
中
止

上
下
水
道
へ
早
め
の
加
入
を

市
税
納
付
は
口
座
振
替
で

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
入
院
や
外
来
診

療
等
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
、
医

療
機
関
の
窓
口
負
担
が
保
険
適
用
分
に
限

り
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で

済
む
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
医

療
機
関
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
己
負
担
限
度
額
は
、

対
象
者
の
年
齢
と
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て

決
ま
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
人
に
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き

認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
70
歳
以
上
の
人
は
認
定

証
が
不
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

申
請
に
必
要
な
も
の
　
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
、
個
人
番
号
が
分
か
る
も
の
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
　
　
　
　
　
　

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課
医

療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）
　
　
　
　

　
今
年
度
の
敬
老
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。
　
　

　
市
内
の
80
歳
以
上
の
人
に
は
、
市
内
小

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

経
過
的
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　

受
付
期
間
　
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
２
日

〜
31
日
▽
そ
の
他
の
手
当
＝
８
月
12
日
〜

９
月
13
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
手
当
係
（
内
線
２
２
６
５
）
　

　
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
把
握

と
発
生
防
止
や
、
違
反
転
用
防
止
の
た
め
、

市
内
を
順
次
巡
回
す
る
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
遊
休
農
地
な
ど
は
、
近
隣
の
農
地
や
住

民
に
大
変
な
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。
所
有

者
ま
た
は
耕
作
者
は
、
農
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内

線
２
６
３
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
店
等
で
利
用
可
能
な
長
寿
お
祝
い
商
品

券
１
０
０
０
円
分
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

満
75
歳
、
満
80
歳
、
満
90
歳
、
満
99
歳
の

人
に
は
、
お
祝
金
に
代
え
て
同
商
品
券
３

０
０
０
円
分
を
郵
送
し
ま
す
。
同
商
品
券

は
、
９
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
同
商
品
券
の
取
り
扱
い
を
希
望
す
る
小

売
店
等
は
、
８
月
31
日
（火）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
に
も
強
い
水
道
　
　
　
　
　
　
　
　

　
家
庭
の
井
戸
水
の
水
量
や
水
質
は
、
井

戸
の
管
理
状
況
や
周
囲
の
環
境
に
影
響
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
一
方
、
市
の
水
道
は
、
お
お
む
ね
地
下

１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
か
ら
取
水
し
て

い
る
井
戸
水
で
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た

水
質
検
査
や
管
理
を
行
い
、
い
つ
で
も
安

全
な
水
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

定
以
上
の
水
圧
を
保
ち
、
停
電
時
も
使
用

で
き
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
市
の
指
定
工

事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

下
水
道
へ
の
早
期
加
入
に
ご
協
力
を
　
　

　
下
水
道
は
、
生
活
排
水
を
き
れ
い
な
水

に
し
て
自
然
へ
と
戻
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
美
し
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
よ

り
多
く
の
家
庭
の
生
活
排
水
を
下
水
道
に

接
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
く
み
取
り

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）
か

ら
傷
害
を
受
け
て
、
医
療
機
関
な
ど
で
治

療
を
受
け
る
場
合
、
被
害
者
に
重
大
な
過

失
が
な
い
限
り
、
加
害
者
が
治
療
費
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
加

害
者
が
経
済
的
な
理
由
等
で
そ
の
費
用
を

支
払
え
な
い
場
合
、
結
果
的
に
被
害
者
が

迷
惑
を
被
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
こ
う
し

た
場
合
に
加
害
者
に
代
わ
っ
て
治
療
費
を

立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
か
ら
返
済
し
て

も
ら
う
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
交
通
事

故
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
を
適
用
し
た
い
と
き
は
、
必
要

な
書
類
を
添
え
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
書
類
　
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
被
害
届
、
承
諾
書
、
同
意
書
、
誓

約
書
、
事
故
発
生
状
況
報
告
書
、
事
故
証

明
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
年
金
課

（
内
線
２
２
６
２
・
２
２
６
７
）
　
　
　

便
所
は
、
下
水
道
供
用
開
始
後
３
年
以
内

に
水
洗
化
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
接
続
す
る
た
め
の
排
水

設
備
工
事
は
、
市
の
指
定
工
事
店
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
経
営
課
（
内
線
２
１
６

２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
、
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
、

受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
保
険
料
の

「
追
納
制
度
」
を
利
用
し
、
免
除
等
期
間

の
保
険
料
を
そ
の
期
間
か
ら
10
年
以
内
に

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
受
け
取
る
年
金
額

を
増
額
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

保
険
料
の
免
除
等
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合

に
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
　
　

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
岐
阜
南
年
金

事
務
所
☎
（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は

保
険
年
金
課
（
内
線
２
２
６
４
）
　
　
　

　
市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　

　
開
始
さ
れ
る
期
の
納
期
限
の
40
日
前
ま

で
に
、
市
内
に
あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
市

外
に
あ
る
同
金
融
機
関
本
支
店
、
市
役
所

担
当
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
　
　
　
　
　
　

預
貯
金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
、
通
帳
、

納
税
（
納
入
）
通
知
書
　
　
　
　
　
　
　

高額療養費の申請

高額療養費の自己負担限度額（月額）

区　　分 自己負担限度額

区　　分
外来(個人単位) 外来＋入院（世帯単位）

自己負担限度額

70

歳

未

満

の

人

70

歳

74

歳

の

人

年間所得901万円超
(ア)

課税所得690万円以上
(現役並みⅢ)

年間所得210万円以下(エ) 〔円006,75 ※44,400円〕

8,000円 24,600円

8,000円 15,000円

〔円004,53 ※24,600円〕

低所得Ⅱ

住民税非課税世帯(オ)

低所得Ⅰ

年間所得600万円超
901万円以下(イ)

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
〔※93,000円〕

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
〔※44,400円〕

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
〔※140,100円〕

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
〔※93,000円〕

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
〔※44,400円〕

18,000円
（年間144,000円上限）

57,600円
〔※44,400円〕

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
〔※140,100円〕

課税所得380万円以上
690万円未満
(現役並みⅡ)

年間所得210万円超
600万円以下(ウ)

課税所得145万円以上
380万円未満
(現役並みⅠ)
課税所得145万円未満
で下の区分以外の人
(一般)

　高額療養費は、同じ月内に同一医療機関で支払った金額（保険

適用分）が自己負担限度額を超えた場合、超えた金額を支給する

制度です。国民健康保険加入者で高額療養費に該当する人には、

診療月の約２カ月後にお知らせしますので、申請をしてください。

　70歳未満の人が、同じ世帯で、同じ月内に21,000円以上の自

己負担額を２回以上支払った場合は、合算して限度額を超えた部

分を支給します。

　同一医療機関でも、医科・歯科・外来・入院は別計算となりま

す。

申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、医療機関等の領収

書、振込口座が分かるもの、本人確認ができるもの、個人番号が

分かるもの

申請・問い合わせ先　保険年金課医療保険係（内線２２６２）

※過去12カ月の間に4回以上高額療養費の支給があった場合の4回目以降の額

年間所得：総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額

低所得Ⅱ：同一世帯の世帯主および国保加入者が住民税非課税の人で、低所得Ⅰ
以外の人

低所得Ⅰ：同一世帯の世帯主および国保加入者が住民税非課税の人で、その世帯
の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに０円となる人

介護保険料（普通徴収）

国民健康保険税（普通徴収）

後期高齢者医療保険料（普通徴収）

水道料金

下水道使用料
下水道受益者負担金

税務課（内線2237）

税務課（内線2234）

税務課（内線2232）

税務課（内線2234）

高齢福祉課（内線2554)

保険年金課（内線2267)

上下水道部経営課
（内線2163)

問い合わせ先口座振替ができる市税

個人市県民税（普通徴収）

固定資産税・都市計画税

軽自動車税（種別割)

水利地益税

税務課（内線2239）

　　　または収納課（2242）
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募

集

催

し

そ

の

他

♨今月の羽島温泉の休館日 ８月５日（木）・16日（月）・25日（水）、９月６日（月）

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
楽
し
む

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
講
座

環
境
事
業
課
職
員
　
　
　
　
　
　

●
人
員
＝
１
人
　
●
内
容
＝
市
営

斎
場
で
の
受
付
業
務
　
●
勤
務
時

間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
２
日
勤
務
し
２
日
休
暇
）

●
期
間
＝
９
月
１
日
〜
令
和
４
年

３
月
31
日
　
●
申
し
込
み
方
法
＝

８
月
17
日
（火）
ま
で
に
履
歴
書
を
環

国
際
交
流
協
会
の
催
し

境
事
業
課
へ
提
出
　
●
詳
し
く
は
、

環
境
事
業
課
（
内
線
２
１
９
２
）

へ
　

8
歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

会
計
年
度
任
用
職
員

　
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と

英
語
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
　

●
対
象
＝
小
中
学
校
・
義
務
教
育

学
校
の
児
童
・
生
徒
　
●
期
日
＝

10
月
11
日
（月）
・
12
日
（火）

●
時
間

＝
午
後
２
時
〜
４
時
　
●
場
所
＝

市
民
会
館
　
●
定
員
＝
25
人
（
要

予
約
）
　
●
参
加
料
＝
無
料
　
●

申
し
込
み
方
法
＝
学
校
で
配
布
す

る
申
込
用
紙
を
９
月
10
日
（金）
ま
で

に
学
校
教
育
課
へ
提
出
　
●
詳
し

く
は
、
学
校
教
育
課
☎
（
３
９
３
）

４
６
７
４
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
館

幼
児
向
け
英
語
遊
び
　
　
　
　
　

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
保

護
者
10
組
　
●
日
時
＝
８
月
19
日

（木）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分
　

●
場
所
＝
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
　
●
参
加
料
＝
会
員
無
料
、
非

会
員
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　
　

夏
休
み
こ
ど
も
英
語
教
室
　
　
　

●
定
員
＝
小
学
１
〜
３
年
生
10
人

●
日
時
＝
８
月
20
日
（金）
午
前
10
時

〜
11
時
　
●
場
所
＝
資
源
物
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
　
●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円
　
　
　
　

※

詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

不
要
図
書
の
再
利
用
に
ご
協
力
を

　
図
書
館
で
は
、
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
本
を
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
　
　

募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

●
対
象
＝
市
内
の
小
中
学
生
と
義

務
教
育
学
校
児
童
・
生
徒
　
●
応

募
期
間
＝
８
月
24
日
〜
９
月
８
日

●
応
募
方
法
＝
学
校
ま
た
は
図
書

館
へ
作
品
を
提
出
　
　
　
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※

８
月
24
日
（火）
以
降
は
、
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
　
　
　
　
　
　
　

◇
休
館
日
＝
８
月
２
日
（月）
・
10
日

（火）
・
16
日
（月）
・
23
日
（月）
・
30
日
（月）
・

31
日
（火）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
便
利
な
使
い
方

や
、
ビ
デ
オ
通
話
な
ど
の
操
作
方

法
を
体
験
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
日
時
＝
９
月
28
日
（火）
午
前
10
時

〜
、
午
後
２
時
〜
　
●
場
所
＝
福

祉
ふ
れ
あ
い
会
館
　
●
定
員
＝
各

10
人
　
●
参
加
料
＝
無
料
　
●
申

込
期
限
＝
８
月
20
日
（金）

●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学

習
課
☎
（
３
９
３
）
４
６
７
２
へ

所
蔵
品
展
「
か
さ
な
る
色
　
か
さ

な
る
線
　―

版
画
の
美―

」
　
　

●
期
間
＝
８
月
28
日
〜
10
月
17
日

所
蔵
品
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
　
　
　

①
講
演
会
「
色
面
多
色
刷
り―

私

の
足
跡
」
（
堀
江
良
一
氏
）
　
　

●
日
時
＝
９
月
19
日
（日）
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
　
●
定
員
＝
15

人
　
●
場
所
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
２

階
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
木
版
画
の
刷
り
体
験
（
版
遊
会
）

●
日
時
＝
９
月
25
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
●
定
員
＝
10

人
（
小
学
５
年
生
以
上
）
　
●
場

所
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
２
階
　
●
材

料
費
＝
５
０
０
円
　
　
　
　
　
　

③
た
の
し
い
絵
画
基
礎
講
座
　
　

●
日
時
＝
10
月
２
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
●
定
員
＝
10

※

詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ
　
　
　
　
　
　

企
画
展
「
羽
島
の
美
濃
路
　
間
の

宿
展
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
９
月
５
日
（日）
ま
で
　
　

映
画
の
集
い
「
加
藤
隼
戦
闘
隊
」

●
期
日
＝
８
月
14
日
（土）

●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜
　

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「

も
く木
・

も
く木
円

空
作
品
展
」
羽
島
円
空
ニ
コ
ニ
コ

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
８
月
29
日
（日）
ま
で
　
　

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　※

マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
８
月
２
日
（月）
・
10
日

（火）
・
16
日
（月）
・
23
日
（月）
・
30
日
（月）

※

詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ
　
　
　
　
　

ひ
き
こ
も
り
相
談
会

　
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
人
や
そ
の

家
族
等
を
対
象
に
、
精
神
科
医
や

引
き
こ
も
り
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
23
日
（月）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
●
費
用
＝
無
料
（
開

催
７
日
前
ま
で
に
要
予
約
）
　
●

場
所
＝
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
●
詳

し
く
は
、
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
（
２
３
１
）
９
７
２
４
へ

屋
外
広
告
物
講
習
会

●
日
時
＝
９
月
17
日
（金）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
　
●
場
所
＝
岐

阜
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
●
定

員
＝
先
着
50
人
（
事
業
所
の
所
在

地
が
県
内
の
事
業
者
に
限
る
）
　

●
受
講
料
＝
３
０
０
０
円
　
●
申

込
期
間
＝
８
月
２
日
〜
20
日
　
●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
県

都
市
政
策
課
☎
（
２
７
２
）
８
６

４
８
ま
た
は
県
広
告
美
術
業
協
同

組
合
☎
（
２
４
５
）
４
４
７
２
へ

商
工
会
議
所
無
料
相
談

金
融
相
談
会
（
融
資
相
談
等
）

●
日
時
＝
毎
月
第
３
水
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午
（
要
予
約
）
　
●
場

所
＝
羽
島
商
工
会
議
所
　
　
　
　

司
法
書
士
相
談
会
（
中
小
企
業
者
）

●
日
時
＝
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
（
要
予
約
）
　
●
場

所
＝
羽
島
商
工
会
議
所
　
　
　
　

※

詳
し
く
は
、
羽
島
商
工
会
議
所

☎
（
３
９
２
）
９
６
６
４
へ
　
　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間
　
電
話
相
談

　
友
達
か
ら
の
い
じ
め
、
そ
の
他

だ
れ
に
も
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
悩
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

電
話
番
号
　
０
１
２
０
（
０
０
７
）

市
美
術
展
（
一
般
の
部
）

作
品
募
集

●
部
門
＝
日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
、
彫
刻
・
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン

●
申
し
込
み
方
法
＝
12
月
５
日
(日)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

の
間
に
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

１
０
１
展
示
室
円
空
へ
作
品
を
搬

入
　
●
応
募
点
数
＝
１
部
門
に
つ

き
１
人
１
点
以
内
（
公
募
展
お
よ

び
出
版
物
等
で
未
発
表
の
も
の
に

限
る
）
　
●
出
品
料
＝
１
点
に
つ

き
１
５
０
０
円
（
当
日
受
付
で
。

高
校
生
・
障
が
い
者
手
帳
等
を
お

持
ち
の
人
は
出
品
無
料
）
　
●
展

脳
の
健
康
教
室

●
対
象
＝
65
歳
以
上
の
人
　
●
定

員
＝
先
着
20
人
　
●
期
間
＝
９
月

８
日
か
ら
５
カ
月
間
の
毎
週
水
曜

日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
ま
た
は

午
後
２
時
20
分
開
始
（
１
人
40
分

間
）
　
●
受
講
料
＝
２
２
０
０
円

×

５
カ
月
分
（
教
材
費
含
む
）
　

●
申
込
期
限
＝
８
月
27
日
（金）

●

場
所
＝
福
祉
ふ
れ
あ
い
会
館
　
●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
高

齢
福
祉
課
（
内
線
２
５
５
６
）
へ

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
ー

　
自
宅
で
で
き
る
介
護
予
防
体
操

を
、
体
操
講
師
と
一
緒
に
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　

●
日
時
＝
８
月
24
日
（火）
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
　
●
場
所
＝
福

祉
ふ
れ
あ
い
会
館
　
●
参
加
料
＝

無
料
　
●
定
員
＝
先
着
30
人
　
●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
高

齢
福
祉
課
（
内
線
２
５
５
６
）
へ

人
（
高
校
生
以
上
）
　
●
場
所
＝

教
育
セ
ン
タ
ー
２
階
　
　
　
　
　

④
子
ど
も
学
芸
員
体
験
　
　
　
　

●
日
時
＝
10
月
９
日
（土）
午
前
９
時

〜
正
午
　
●
定
員
＝
５
人
（
小
学

５
年
生
〜
中
学
３
年
生
）
　
　
　

※

関
連
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
は
、

事
前
予
約
・
入
館
券
が
必
要
で
す
。

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
８
月
30
日
（月）
、
９
月

６
日
（月）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎
（
３

９
３
）
０
９
５
１
へ
　
　
　
　
　

１
１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
８
月
27
日
〜
９
月
２
日

●
時
間
＝
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
▽
土
・
日
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー

岐
阜
地
方
法
務
局
で
は
、
い
じ

め
、
体
罰
、
虐
待
等
の
問
題
に
対

す
る
活
動
と
し
て
、
県
内
の
児
童
・

生
徒
に
「
子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
ミ
ニ
レ
タ
ー
を
通
し
て
、
悩

み
を
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職

員
に
相
談
で
き
ま
す
。
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。※

詳
し

く
は
、
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０
へ

示
期
間
＝
12
月
15
日
〜
19
日

●

展
示
場
所
＝
不
二
羽
島
文
化
セ
ン

タ
ー
１
０
１
展
示
室
円
空
　
●
詳

し
く
は
、
羽
島
市
地
域
振
興
公
社

☎
（
３
９
３
）
４
７
１
１
へ
　
　

岐阜高専オープンキャンパス2021

　中学生向けにオープンキャンパスを開催します。

期日　８月７日（土）・８日（日）

時間　９時30分～正午、午後１時30分～４時

対象　中学生、保護者・家族

申し込み 岐阜高専ホームページ「入試情報」より申し込む

問い合わせ先　岐阜工業高等専門学校学生課教務係

　　　　　　　☎（320）1260　FAX（320）1256

指定管理期間　令和4年4月～7年3月

募 集 期 間　8月25日～10月６日

申請受付期間　9月22日～10月６日

現地説明会　9月中旬に施設ごとに行う

公の施設の指定管理者

施設名 担当課

羽島市民会館・

羽島市福祉　

ふれあい会館

はしま福祉

サポートセンター

老人福祉センター

羽島温泉

羽島市民会館

　＝総務課（内線2354）

羽島市福祉ふれあい会館

　＝福祉課（内線2514）

福祉課（内線2514）

高齢福祉課（内線2553）

対 象 者　市内在住の60歳以上の人

場　　所　老人福祉センター

受 講 料　無料（教材費が必要な場合あり）

申込期間　９月1日～ 11日 ９：00～16：45
※申込希望者が定員を超えた場合は抽選を行います。

第１・第３金曜日 10：00～11：30

第２・第４金曜日 10：00～11：30

第２・第４水曜日 13：30～15：00

第２・第４水曜日 13：15～14：30

第２・第４金曜日 13：30～15：00

第１・第３土曜日 13：30～15：00

色鉛筆の世界教室・10人

エンジョイ昭和歌謡教室・20人

消しゴムはんこ教室・10人

健康フィットネス教室・20人

美容と健康教室・20人

脳トレ教室・20人

実施日・時間 講座名・定員

老人福祉センター各種教室
申し込み・問い合わせ先　老人福祉センター

　　　　　　　　　　　　　　☎（392）7163　　　

開催期間　10月～令和4年3月
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information＋
不二羽島文化センター

スリランカの選手を応援しよう！

市民の意見募集（パブリックコメント）

相談ダイアリー
問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393）2231
ホームページアドレス　http://www.hashimac.org

種　　別 相　談　日 時　　間

行 政 相 談 ９月２日 13:00～16:00

９月１日

８月12日

法　律　相　談
（ 予 　 約 　 制 ）

13:00～15:00

交通事故相談 毎週水・金曜日 10:00～16:00

年金・社会保険
労　働　相　談
（ 予 約 優 先 ）

13:00～16:00

心配ごと相談
（ 予 約 優 先 ）

９月６日

13:00～16:00

家庭児童相談

人 権 相 談

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

8:30～17:00ひとり親相談

毎週月・木曜日 13:00～15:00就業促進相談

13:00～16:00

13:00～16:00

８月11日・27日

８月６日・20日、
９月３日

８月18日

建築設計相談
（ 耐 震 相 談 ）

不 動 産 相 談
（ 予 約 優 先 ）

登記・相続相談
（ 予 約 制 ）

８月25日

多重債務相談
（ 予 約 優 先 ）

８月17日

おみサポ・ぎふ
登 録 受 付

13:00～16:00

消費生活相談 毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

13:00～16:00

10:00～16:00

9:00～12:00
13:00～16:00

13:00～16:00

8:30～17:00

は
し
ま

愛愛愛
市
長
の
コ
ラ
ム

休館日　8月3日（火）・10日（火）・17日（火）・24日（火）・31日（火）

　現在、開催されている東京オリンピック

競技大会には、当市のホストタウン相手国で

あるスリランカから、全7競技・9人の選手が

出場しています。

　現地の言葉で「頑張れ」を意味する「ジャ

ヤウェワー!スリランカ! !」という掛け声の

もと、熱い声援を送りましょう。

　なお、選手の皆さんがスリランカに帰国し

た後に、同国のオリンピック

委員会等の人たちとオンライ

ンによる交流を行う予定です。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
中
、
政
府
は
、
緊
急
時
に
お
け

る
国
と
自
治
体
の
課
題
解
決
を
図
る
地
方

制
度
調
査
会
で
議
論
を
始
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
先
に
定
め
ら
れ
た
骨
太
の
方
針

で
は
、
緊
急
時
で
の
病
床
活
用
や
医
療
人

材
の
確
保
等
が
す
ば
や
く
行
わ
れ
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
、
我
が
国
の
人

口
１
０
０
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
（
６

月
末
時
点
）
は
、
１
１
６
人
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
１
８
９
１
人
、
ア
メ
リ
カ
１
８
２
６

人
、
フ
ラ
ン
ス
１
７
０
４
人
、
ロ
シ
ア
９

１
１
人
、
カ
ナ
ダ
６
９
６
人
等
に
比
べ
る

と
、
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
日
本
の
15
倍
に
近
い
累
計
死
者
数
の
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
を
受
け
、
２
０
０

４
年
に
制
定
し
た
緊
急
事
態
医
療
体
制
の

法
律
に
基
づ
き
、
全
国
の
病
院
に
対
し
て

緊
急
性
の
な
い
計
画
手
術
の
中
止
ま
た
は

延
期
。
で
き
る
限
り
の
入
院
患
者
へ
の
早

期
退
院
の
勧
奨
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　

②
全
て
の
病
院
の
手
術
室
、
集
中
治
療
室

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
を
空
け
、
一
般
病
床
に
も
人

工
呼
吸
器
等
の
器
材
を
導
入
。
集
中
治
療

の
で
き
る
病
床
を
増
や
し
た
。
　
　
　
　

③
手
術
の
中
止
・
延
期
に
よ
り
余
剰
と
な
っ

た
外
科
医
、
麻
酔
医
、
看
護
師
等
を
、
ス

タ
ッ
フ
不
足
の
他
病
院
に
派
遣
し
た
。
　

④
医
学
生
や
看
護
学
生
も
、
介
助
補
助
や

緊
急
電
話
対
応
に
従
事
さ
せ
た
。
　
　
　

　
以
上
の
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、
第
１
波

感
染
時
に
は
、
我
が
国
よ
り
も
多
数
の
死

亡
者
を
出
し
ま
し
た
が
、
医
療
崩
壊
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
の
平
時
に
お
け
る
医
療
水
準
は
、

世
界
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
東
京
や

大
阪
の
よ
う
な
医
療
整
備
の
進
ん
だ
都
市

に
お
い
て
も
、
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り

の
対
応
能
力
は
、
累
計
死
亡
者
５
０
０
人

以
下
が
限
界
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
要
因
は
、
我
が
国
の
感
染
症
を
含

む
大
災
害
時
の
医
療
提
供
体
制
の
仕
組
み

が
、
整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

冒
頭
で
記
し
た
地
方
制
度
調
査
会
で
は
、

保
健
所
の
あ
り
方
と
、
医
療
危
機
下
に
お

け
る
国
と
自
治
体
の
役
割
分
担
が
議
論
さ

れ
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
保
健
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
設
置
主

体
が
都
道
府
県
、
政
令
市
、
中
核
市
等
ば

ら
ば
ら
で
、
情
報
伝
達
や
専
門
人
材
の
弾

力
的
な
融
通
に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
を
一
元
化
し
、
適
時
適
切
な

対
応
を
図
る
に
は
、
分
散
し
て
い
る
権
限

を
都
道
府
県
に
戻
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の

見
直
し
で
は
、
被
災
状
況
に
応
じ
た
医
療

ス
タ
ッ
フ
や
病
床
を
的
確
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
「
非
常
時
医
療
供
給
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
が
必
要
で
す
。
そ
の
調
整
機
関
に

は
、
国
・
自
治
体
・
保
健
所
等
が
参
画
。

あ
ら
か
じ
め
平
時
に
、
病
院
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
の
非
常
時
応
援
協
定
を
締
結
。
発
災

時
に
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
現
場
の
状
況

に
応
じ
、
適
切
な
指
示
が
で
き
る
体
制
整

備
の
促
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　

　

第
84
回

羽
島
市
長
　
松 

井
　
聡

問い合わせ先　市民総合相談室（内線2532）

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。

資料の配付　市ホームページ、担当課、各コミュニティセンター

羽島市子どものいじめの防止に関する条例改正案

意見募集期間　８月２日～９月１日

応募・問い合わせ先　学校教育課　☎（393）4616
　　　　　　　　　　　kyoikushien@city.hashima.lg.jp

NHK公開番組　民謡魂　ふるさとの唄

日　　時　10月17日（日）午後6時開演

司　　会　城島茂（TOKIO）、近藤泰郎アナウンサー

出　　演　未定（決定次第、ホームページ等に掲載）

応募方法　郵便往復はがき（私製はがきを除く）で

　　　　　申し込み（入場無料）

往信表面　〒500-8554（住所不要）

　　　　　NHK岐阜放送局「民謡魂」観覧係

往信裏面　①郵便番号、②住所、③名前、

　　　　　④電話番号、⑤観覧希望人数（2人まで）

返信表面　①郵便番号、②住所、③名前

返信裏面　何も記入しないでください。

　　　　　（抽選結果を印刷し返送します）

締め切り＝9月6日（月）必着

※応募多数の場合は抽選し、当選者に入場整理券を、

落選者には落選通知を10月1日（金）頃発送します。

※未就学児の入場はご遠慮ください。

※記入に不備があった場合は無効となります。（摩擦熱

で色が消えるボールペンは使用しないでください。）

※インターネット等での転売を目的とした申し込みは禁

止します。転売目的であると判明した場合は抽選対象

外とします。売買が確認された場合は入場をお断りし

ます。

※応募の際にいただいた情報は抽選結果の連絡のほか、

NHKでは受信契約者情報との照合、受信料のお願いに

使用することがあります。

※事情により公演の中止や内容を変更する場合があります。

中止した場合の振替等はありません。

※詳しくは、NHK岐阜放送局のホ－ムページをご覧ください。

　https ://www.nhk.or . jp/g ifu/

出場選手の最新情報

馬場元町公園が開設
足近町に新たな公園　避難場所にも利用

　これまで足近町には、広場のある公園がありません

でしたが、地域住民の皆さんからのご要望に応え、

給食センター跡地を多目的広場に改修。同町初の防災

施設を備えた公園「馬場元町公園」が開設しました。

　駐車場・駐輪場のほか、トイレも設置。子どもから

お年寄りまで幅広く利用できるスペースとなりました。

　災害時には、避難場所としても利用します。

羽島郡広域連合と協定締結
屈折はしご付消防自動車の応援を確保

　市では、はしご車を市単独で所有してきましたが、
ほとんど運用実績がないまま更新時期を迎えました。　
　厳しい財政の中、負担の軽減と消防力の強化を目的に、
羽島郡広域連合と屈折はしご付消防自動車の運用委託に
係る消防応援協定を締結しました（運用開始は8月から）。
　応援範囲は羽島市全域で、対象は5階以上の建築物の
火災、その他はしご車を必要とする災害全般への対応で
す。同連合との合同訓練も協定に盛り込まれ、消防力強
化に努めます。
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行　事　名 【 対 象 者 】

乳 幼 児 相 談
　 【 乳 幼 児 】 　

離 乳 食 教 室
【①5,6ヶ月児 ②7～11ヶ月児】

は み が き 教 室 と
フ ッ 化 物 塗 布
【平成31年2月・令和元年8月生まれ】

健 康 相 談

８月24日（火）精神保健（こころの）相談

期　　日　　等

８月24日（火）

８月19日（木）

８月26日（木）

随　　時

時　　間

9：15～11：15（受付）

① 9：30～

②10：30～
（受付）

9：50～11：05（受付）

9：10～11：20（受付）

8：30～17：15

13：30～15：30

大 腸 が ん 検 診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
　 　【 4 0 歳 以 上 】　 　

乳 が ん 検 診
　【3 0歳以上の女性】　

８月17日（火）
９月８日（水）

場所：資源物ストックヤード

８月23日（月）
場所：資源物ストックヤード
9月11日（土）

場所：正木コミュニティセンター

午前の部 9：10～11：20
午後の部 13：10～15：20

（受付）大 腸 が ん 検 診
　【4 0歳以上の女性】　

胃・肺・大腸がん検診
　 　【 4 0 歳 以 上 】　 　

胃 が ん 検 診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
　 　【 5 0 歳 以 上 】　 　

令和4年2月28日（月）まで

子宮頸がん・体がん検診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
　【2 0歳以上の女性】　

実施医療機関の診療時間内
実施医療機関はホーム
ページでご確認または、
保健センターへお問い
合わせください。

医療機関（医科・歯科）

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

天外メンタルクリニック（福寿町）
☎（392）1502

おんだ歯科クリニック（足近町）
☎（391）9222

かわむら歯科クリニック（竹鼻町）
☎（391）6480

田中整形外科（正木町）
☎（391）8555

ながき内科クリニック（舟橋町）
☎（393）0077

かんばら歯科医院（福寿町）
☎（394）0880

丹菊整形外科（小熊町）
☎（391）1411

近藤歯科医院（桑原町）
☎（398）2700

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

おかだ歯科クリニック（桑原町）
☎（398）3188

里村歯科医院（小熊町）
☎（392）6146

ばん皮膚科（正木町）
☎（391）0056

たけはな歯科（竹鼻町）
☎（391）2122

期　日

８月１日
（日）

８月８日
（日）

８月９日
（月）

８月29日
（日）

９月５日
（日）

８月22日
（日）

８月15日
（日）

発
行
／
羽
島
市
役
所
　
編
集
／
市
長
室
秘
書
広
報
課

〒
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０
１
ー

６
２
９
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町
５
５

☎（
３
９
２
）１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
９
４
）０
０
２
５

■人口　67,237人（－262）・男33,200人・女34,037人　■世帯数　27,073世帯（＋285）　令和３年７月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッター

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

＃87 
8月31日は野菜の日
(野菜ファーストプロジェクト)

　また、野菜に含まれる食物繊維は、食後の血糖値の急
激な上昇を抑えてくれます。急激な血糖値の上昇は血管
を傷つけ、動脈硬化などの原因になります。予防のため
にも、食事の最初に野菜を食べましょう。
　岐阜県は有数の農産物生産県です。岐阜県で生産され
る野菜をたくさん食べて、野菜摂取の
目標量　1人1日350gを達成しましょう。
※平成28年野菜摂取の状況
　岐阜県民栄養調査
　男性279g、女性256g

　いつもの食事にプラス野菜1皿。野菜の持つ様々
な栄養素や機能をじゅうぶんに活かすには、毎回の
食事に野菜が必要です。
　野菜はビタミン類を豊富に含んでいます。ビタミ
ン類は、身体の代謝をスムーズに行うために重要な
栄養素です。

母子健康手帳の交付

8月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線5302・5303）

診療時間
午前9時～午後2時

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

市政情報を選んで受信
羽島市公式LINE

応募はコチラ

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

※各がん検診は年度に1回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、検診を受ける
　前に保健センターへご連絡ください。
※会場は、特に指定がないかぎり市保健センターです。
※相談のある人は、事前予約制で相談を行っております。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。

父：村岡茂雄さん　母：聖菜さん　〔竹鼻町〕

（
０
歳
７
カ
月
）

花
奈
ち
ゃ
ん

父：鈴木隆洋さん　母：朋子さん　〔小熊町〕
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市役所の開庁日が変わります
今年度は8月11日の山の日が８日に移動しています。８日が日曜日のため、

翌９日が振替休日となり、市役所は閉庁日となりますのでご注意ください。


